
1．これまでわが圃では容よで  
なかった、rE8Mを実践するため  
に必手なエビデンスをIq改する  

臨床研究」を実施する、という戦  
時研究の巨的を達成する為lこ、  
本研究Ⅷでは、より現実的で優 れた戦略研究の運営体制や研  

3分の2が希賀している終末期 こ  

戦時的アウトカム  平成  平成  厚生労働   究支援インフラ体制のれ築・改  

1川 清          暮に苓与する捷兼を行った2   0    ○    8  0   
研究   5）  5）  研究  輌研究の成よを井の古い幹  アサ 

■の実機に結びつけるために は、創出されたエビデンスがで  
きるだけ速やかに鯵■ガイドラ インなどに反映されて 

、実靡の  
診療に広く生かされること、すな  立兼・実行する際Iこ●考になる  

わち、エビデンス一案践ギャップ を♯消することが必事なことを指  
よを換征する研究計画の書手を  

博した。   棲兼した。   捷晋した。   

王手政策課且として、公衆衛生  
分野では、ニューパブリックヘル  
ス、t鷹危機、個人什七度撞、  
根拠に基づく保t政策の4課  
亀、医■分野においては、医師  

今回設定された指標（緒よ柑  

尊貴霊肉上のための制度か  
積、中叩指標、取り組み指楕）を  

計、医療水準均てん化、臣♯捷  
もとに、地方厚生（支）爬におい  

保t医療政策分  供体系化、医事紛争欄磯システ  
て、それらの暮積・分析のシステ  

厚生労働  ム作りを開始する予定である。  

野における主事政 策誅糧の測壬・分  特になし。  将来的には、年生労働省が広  0  

て集積・分析可能な指標として、  
域的に地方邑治体による社会  

析に閲する研究   
t鷹で安心して暮らせる、鴎民  

保庫分野の取り組みの水準を  

が生きがいと暮厳をもって暮ら  
分析し、自治体に什報捷供する  

せる、熟bして手書てできる地  
ことによって、政策に活用するこ  

域社会の3つの大日楕を、その  
とが可能になる．   

下に日揮を3つずつ、さらに社数  
の精巣指標、中間指標、取り絶  
J■指】■多tO☆l＿ト＿   

美加では研究公暮の中計は旺  本研究において構築したシステ  
にt子化されている。米皿NIH  

は研究公暮の中計のt子化に 着手しており、2007年度までに  
科学研究費嘲甥   

全面的に移行する方針である。   

平成  
手アクセス穐の■密なt理響   

○  ○  ○    0   
17（200  平成 17（200  厚生労働 科学特別  山嶋 力  

ィ 什報保護に闇する  5）  5）  研究  た我が国特有の申請システムの t子化と電子申請への移行に  た、研究書がWE8画面の壬求 に従ってデ 

研究  
ータを入力していくの   

るまたシステムを利用するた   

キュリティと傭人情報保護の間 且について研究盾行った．さら  
に、実線にシステム♯ヰを行つ  
て研究成果の機柾を実施した．   

大場な経ヰが可能となった。   
える。  



外の0型肝炎聞達の治療指針  
（C型肝炎ウイルスの感染者に  
対する治■の標準化に関する  
研究嶋青書、†1性肝炎鯵靡マ  

当研究は、C型肝炎に朋してこ  
れ≠でt‾弗表された鴎内外の治  tニュアル、コンセンサス貯ま息  tl  

C型肝炎の秒★ガ   治療2004、アメリカ肝ヰ学会、   

特になし   0   

平成   5）  5）  研究  
平洋肝■学会の鯵ホガイドライ ン）の詳細を檎討した。そこから 抽出した項月について 
、比較対 ■衰を作成することによって 

、こ  

れまで日本のガイドラインで取り  い。   

上げられていない項目や町外と  
の♯畢治■のれ同が明らかに  
ナ～一、」し   

日本人を対tにした開発治♯お  

よび市販後の劃作用データをも  
とに、わが圃におけるC型肝炎  
に対する抗ウイルス治療の刑作  
用の綱暮を行い、以下のような  
実態を明らかにした。肝N治■で はインフルエンザ柵症状 

C型肝炎治■の中  平成  平成  厚生労働   、白血   

林 紀夫  0  14    2  ○  0      ○   ンについて  5）  5）  研究  
、フつ、、 尿痍、甲状腺機能書♯、職鹿出  
血などの特有の■H乍用が橿々  

の頻度で出現する．また、リバビ  
リン治■では賛血や催奇形性が  
間欄となる．このなかで間責性  
肺炎や急激な血小板漉少はき  
わめて暮tな副作用である．   

山口●山形天平雷一句チームで半  
成柑年2月10日山形大学にて骨  医療イン・フォーカス書2部ここ  

8ケ月以上最期■＃可能であっ  まできた再生医■③r肝臓j再  
たt初の10症例の経過を評価し  本治療法については過去、多く  
た。1例は経過t嚢中のアル  の大学の医師が実鴨に九竿し  

多施設共同臨床   コール摂取のため脱藩例とし  評価履行ってきた。ヰ皿の  

平成  平成  厚生労働   た。9施行症例については、サ  昇、肝繊維化の指楕のICGR15  Yon写Oi大学からも医師派遣があ  大学で施行した多施設臨床研   

沖田 棲  り、本治療法の開発1よ、日本圃  究に朋逢して多くの嶋遭があっ   
鐘、総辛自す、Oh舶－P叫h  暮した．また♯国Yon掴i大学、  l  8  4    8    l    l   生療法の開発（LR  5）  5）  研究  

CT ＄tudy）  SGOrOの有★な改書効よが明ら  求められている。より多くの肝不  
かになったくpく0．05）。この緒よ  全島著を救命する鷺味におい  
は、自己サ犠細胞を用いた肝韓  て、本■床研究は成果があった  
再生療法が需用な治■法にな  と考える．   2008年3月8日山陰中央新報、  
る可能性を示した成稟である．   四凪新聞社．岩手日■山陽斬  

において暮事な庇よと考えられ  肌下野新蘭．西日本新蘭  
◆＿  



平成17年4月、厚生労働省の  
平成17年4月、厚生労働省の  
「行政処分を受けた医師lこ対す  

行政処分を受けた医師への再  る再教書に闇する捜村会Jにお  

教書のあり方というこれまでに  いて、医業停止処分を受けた医  
ない■点の研究排欄について  師に対してー再教書を義輝づけ  
取り組みその指針という成果  医療1欄、不正請求といったi       ることが必壬であるjとする甘昔  

厚生労働  、 

行政処分を受けた 医師に対する再散  平成 1丁（200  平成 lT（200   科学特別  加義 則子  て再教書を実している、 本研究戚よにより我が凪におい   
ても、当譲分野にtいて譜外四  再教書が暮削ヒされたときに必  
と同等の水準に近づくことが出  蔓となる具体的な運用の間糧点  
兼た。   をブレインストーミングによって  

洗い出し、その曝激動こついて  
指針を得ることが出来た．   

資料とすることが出来た。   

■廣放劇欄儒■施設の暮■計  に他の治療方法でも治■可能  現状の粒子♯治療における間  現在放射≠診断臣が約400名．  艶子♯治療の舌応と考えられる   
圏について環状の把攫．遭応の  であるが、粒子線治■法でも行  難点と今後の設tに際して解決  医学物理士が約70名．医事物理  症例数は年間32．177人推定され  
横臥文枝体制の分析．費用面で  えるもの、粒子♯治■法によつ  すべき間農の整理を行った．粒子  土においてはその身分さえも確  ており一席毅が年Ⅶ800～800  
の機肘を行い．適正配傷につい  てより劾よのある治療が行える  ≠の適応については他の治■  立していない．放射線治■専任  名の農事の治■を行うとすれば  
ての一定の見♯を得た．配儀数  もの、艶子≠治療法でなければ  法との比較を臨床的．QOし，対費  匿の♯勤施設は30ヽ程度．治■  我が圃では40－55の粒子曽l施  
については現在棟≠中の8ケ所  いけないものが明確に区別應れ  用効鷹の■点から見直し適応を  書任敵側欄闇鯛の井勤施設は  設が必暮との書見が提出されて  

に加えて北海道1．★北1．九州1．  ていない環状と考えられた。陣  明らかとすることが必蔓と考え  501で．行政的に人的支援体制で  いる。しかしながらこれらのデー  
四囲1を加えた針10－12ケ断程  子牡と暮イオン経との比較につ  た．支援体制としては放射線治膚  の書成．身分の保縦．教■訓練  タの墓となった粒子♯治■の遭  

に関する研究  5）  5）  研究  
高度放射線治療  平成  平成  厚生労働  森山 紀之            0  6  ○  3  l  2  0                                                                                                                    度が限界と考える今後の対策と  いては同i照射★1において  匿物理士．技師の確保・書成と  専の人材■成の仙フラの充実が  応は放射幡治療医が中心となっ  施設の壬■計画  17（200  1丁（200  科学特別   しては壬応を■格にするために  対止瘍効果においては暮イわー  身分の保証が不可欠と考えられ  急務である．患著の確保につい  た決走したものであり必ずしも  

各■灘lこおける臨床の書M匿と  が優れているが、鴎子♯と暮付  た．農事の橿良については鯵■  てはシステムのれ集が不可欠と考  托床の暮求を反映したものとは  
放射♯治膚雇との班研究を聞  ン≠との櫓み分けは不＃明であ  連携を含めた島著供給体制シス  える．新たな粒子■施設の設t  言えすホ期、他姶■法、予後、  
始すること．粒子≠治■を含めた  る．解決するた鋤こは鶴床に携  テムのれ築が必壬と考えられた。  については人材．血書の確保．施  QOし、対井用効果の面から各♯  
放射線治ホが適正に行われる  わる各■離別の書M医を主体と  斬施政の毅囁に関しては轟虎  毀丑儀．連用に間する財源零の  書の書M歴と放射★治■とから  
ための人的支援対策を進めるこ  しこれに放射牡治療雇遠加えた  の書M的知繍を有する甘■．安  書暮が必事と考えられた．環状で  なる班研究を立ち上げるべきで  
とと放射♯治療が必暮な息書の  粒子強治■の適応と効果判建  走した患手数の権保．運営に対  ま粒子≠施設数lま穐働中のも  あり、放射線治療臣の中にもこ  
紹介システムの≠集が急務と考え  
る   げるべきと考える   董が必事と考える   考える   存在する   

保t断を中心として、地方衛生  

研究所の支緩と闇休機間との連   
携に基づいた健鷹危機管理シ  
ステムをれ♯するためのガイド イ 
ラン、地墳の保t医療費∬を   

墳墓して必暮な地域保t対策を 劫よ的に遭めるための地域保   

新たな公衆衛生の   優計画策定マニュアル上「■鷹   
平成  t計画策定マニュアル、地ヰ保 t計囁において各種t膚爛欄  用いた教書研鯵プログラムを、 平成18年度より圃立保t医膚  排員の分析及び優先繹層の遭  

0  0  0    0  0    0   
E  平成 E  厚生労働 科学特別  林謙治  

に草する調査・研   き方向性を総合的に記載するた   
究  、 

蓉が明らかとなった．今後はこ れらのガイドライン、マニュア  

ル、指針を実聯の地域保t対策  

に活用することによって、わが  
圃の畏t医療行政の莞書に書  



中心に町田不明の急性脳症息  
書が多数報告され、スギヒラタケ  
摂取が共通因子として浮上して  
きた。そこで、スギヒラタケに含  

急性脳虚の症例報告による痍  
態を考慮すると、急性鯨丘の井  
田の犠打としてシアン中暮の可  
■宇性≠．∃■iL力．ナ＿▲雪」し メ々ボ  手れている成分について分析し  

千凧l／tFO月IllコVノ千鳳IJ千  

スギヒラタケの有  平成  平成  厚生労働   たその緒よ急性脳症の朋与  ローム手法を用いてスギヒラタ   度量晶安全行政講管会におい   
米谷 民雄       特になし．  l  ‘○  0  4  0  0  0  l   

究   5）  5）  研究  してシアンインい   正  
つかのて、 さらに今後の♯討が必事であ  ついて説明した。   成された記事が穐粧された。   
る．これまでの成よの一節は、  

化合物も犠礪として考えられた。  
J．H●■khS¢kn¢●に掲載し、ま  

た、日本藁学会や日本食品傷 生学会学僧欄膚懐において4回  
■■▲lJL   

HopB、IPV、Hbの混合により  

強義株ウイルスを  DT▲Pのジフテリアトキソイドの力  

原材料とする不活   価は大きな影響を殆ど封ナない  
化ポリオワクチン  
の有効性と安全性  

なし   なし   ○  3  2  0    0  0    0   

の評価に闇する研  5）   として含んでいるHbを混合した  

究   壌合、破傷且トキソイドの力価  
卜1L＿   

これまで、水遭水事飲料水の  

水遭水専飲料水のウイルス汚  ウイルス汚射こ係る危≠t理対  

染とそれに起因する感染虚の集  策については、匹によるガイドラ   

生は、今なお科学的に未♯胡の   

厚生労働  をもとにヒトヘのヰ鷹影響環   
飲料水中のウイル ス零に係る危機曹 理対策に間する研  平成 17（200 5）  平成 17（200 5）   科学特別  国包十－  

究      研究  る内外のt新知見や過去の汚   
染事例につき総合的に機肘・整 理し、水遭水等のウイルス汚染  

に係る危欄t理対策のあり方並 ぴに今後の暮事な研究燥麒を  

走する上で、書物かつ王手な稚  
障生労■省ホたにしてい る飲料水危機t理ホームページ  

明らかにした．   針となるものである．   に、本研究の戒よを霊粧するこ  
とも予定されている．   

MDMAす似読書体であるメテロ  
ンの♯析より、MDM∧のb●n王ylk  CPP法による依存性評価と培養  

p00吐血lがケトン墓に♯餅されて  細胞による暮性絆価という一連  

も、MDMA同等の依存性およぴ  の♯析システムは、1法ドラッグ  

霊性を発現することが明らかに  の償少■飾れ造の董に基づい  
なった。MDMAヰ似誘導体にお  

脱法ドラッグのれ   いて、この節分のれ遊離餅に償   
1法ドラッグであるMDMA類似  

平成  平成  厚生労働   少の養九があっても、MDMAと  
横縞体の薬物依存性および暮      た、乱用危欄虐および暮仕舞覆 を推測する騨価システム簡よ腹   

船田 正彦          特記事項なし．  性にⅦする評価システム簡1版  として利用可能である わが圃  22：フッ   10  6    15    0  ○  3   

暮性発現の間違   がある。OPP法による依存性絆  
を作成した。今後、ガイドライン  の■法ドラッグ規制のための、  

性  価と培義鞠他による暮性評優と  
いう一連の解析システムは、▲  

I拠を迅速に擾供する‾   とができる．このシステムによる 危険度予測が可能になれば、斬  
法ドラッグの傭少鯵飾■遭の豊  規遵法ドラッグの出現を未熟こ  
にさづいた、乱用危験優およぴ  防ぎ、乱用の懸■オを断つこと  
暮性発現を推測する評価システ  センター■kb平成柑年3月柑日）  

ム簡よ版として利用可能であ  
ができるものと期待できる。   

る．  



日本脳炎予防撒檀の雫雷予測  
日本脳炎予防練穫の蕎暮予測  の縮よは、10月3日に厚生労  

はこれまでされたことがなく学術  働省医薬食品局血液対策株に  
的価≠はーい。インウルエンザ  報告された．インフルエンザ予  

予防撒穐の禦雷予測の結果  防情穫の霜暮予測の緒1は、  

日本脳炎牒肪練  は、繕臭的には3％程度の誤豊  祉ちに厚生労山雀医薬暮晶ホ  
穫の練檀勧奨中  平成  平成  厚生労働   にとどまり、非≠に書い精度を   血液対策堺にq舌され、平成1丁   

特になし   0  0  0    ○  0    2  ○   
穫葉書に及ぼす影  大日 鷹史         臨床的研究ではないので♯当  特になし                              止勧告の予防樺   緩済株畏・陣生労t雀医薬暮晶  

響についての研究   は学会・研究会報告を通じて広  爬血液対策体長名で「インフル  
く雷及し、す後の予防檎檀をは  エンザワクチンの安走供給の状  
じめとする医■・公衆衛生政策  況と対策について（臣政権集雫  

の評価における玉木的な資料と  0922001号．藁暮血発t002200l  

して活用される。   号）」として各ホ江府県衛生主t  
ガ（簡）1あてに通知された。   

これまで検討されることの■  
わが優においてl欒】削こ取り組む  

これまで統合的に桟討されるこ  ロシナリオ、暮晶テロの脆熱性  

t晶による′くイオ  平成  平成  厚生労働   との■かった「食中暮」とーテロリ   べき主な課員として、生産過程 t‾おける脆璃性騨価の実施セ  
今村 知明     特になし   特になし  ○  0    0  0  0      0   

する研究   5）  5）  研究  て、今回初めて統合的に襖肘を  キュリティの強化 鴨危機什   
行うことができた．  点を明確化できた。   Ⅶで、上t己についての捷躊の共  

書、今後必手となる対策の明確  
化を行うことができた。   

製造方法の1なるタン／くクー性  
医稟晶の同筆性・同※性絆礁の  

欧米ではバイオジェネリツクの辞  

ために利用可能と考えられる．   
価法に闘するI暮払が進むととも  

バイオジェネリツクの    に．欧州ではここ一年でガイドラ   
圃で共通の課嬢となっている．  本研究牒  

．   

バイオジェネリツク  
平成  

、；       析．物性解析．生物活性．積繰  

の晶十・有効性・   17（200  平成 17（200  厚生労働 科学特別  川西 徹  ○  0  

関する研究  ヨ  5）  研究  ン／くク実の鶉1♯析手法に聞   る．したがって．医■で活用する  
す＆■1分析法の有用性を示し   には．その評価法についての書   

っ／ェ   
性・同文性絆価を行う上での硯  
状の分析技術の眼孔および将  

医薬品の申汁にあたっての開発  

兼にむけた技術的詳糧を明らか  
側．規制側の指針として利用さ  
れている．   （5）医■tの節約に指びつく．   

にした．   の利用の契機となる．   

川・’応≡一二．・ における■護師の★精を明確に  
肘事礪として、■捜■が義務と  

するための看護E錬について、 ■鰻師による記載の■ホ、記載  
内容や記載手職の作成書の実  

襲を把捜することができた。ま た 研究遇偏において、鶉25回日本  

書性記録の突撃と  平成  平成  厚生労働   、書護暮ヰ教育燥程における   ■護科学学会学術暮会での交   
石鍋圭子  未。  ○  

法的整儀の在り方   かにし■撞書M★の★精とし   舌への間糧捷起と書見交換を  
ての記録と教育上のツ 行った。  

び法的規定に加えて、■醜記録  
礫の必手性讐の課規を棲示し  

l   l   l  l  l  l  l   



今回の加董研究から、女性医療 サ 
ービスを書ら捷供していると 考えられる女性外兼専糠緒臣  
鱈とこれらに棚して学術的には  
■も近いと考えられる日本更年  現時点では暮繊食事で蓼利こさ  
期医学会および日本女性心身  れてはいないが、行政Iこ反横さ  

女性医療サービス  医学会の各所■医師の女性医  

の今穣の在り方に  療サービスに対する書え方や将  

Wする研究一女性  平成  平成  厚生労働   来■主に対す考え方に犬養が   
手た開業医においては地媚の   太田 博明  る再教育を視野に入れた女性  心身医学会撃欄欄虐にて女性   

0  0    0    0  ○  ○  0   畢化と其の向上に   5）  5）  研究  
貴する方策の犠肘  の成果と思われる。すなわち、 学会の新井の青井や所¶に間 わらすヰ後の女性展■の在り方  ようなことがあれば、より 影響を与えるものと考える。   

に対しては共通の鼻♯を書して  え、行政と連携した医師会■響  

いることが判明している．ヤ醜  の教書の囁の確保をすべきであ  
の女性外来はこれらの鼻♯をい  ると考える。   

かに統合・弗♯させるかにか  
かっているといっても遺書では  
ない．   な什報であろう。   

欧米では承認されてい各が我が  

サリドマイドは、王大なリスク（儀  圏では未承認の有力な医薬品  

奇形牲）を書小化しつつペネ  
が触多く存在する事実は、社会  

フィットを七大限保推する「リスク  本研究を通じてインターネット上  

書小化計画」を必暮とする。儀  の安全t理プログラムであるサ  

奇形性を粛する藁に闇する安全  

厚生労働   t礫システムとしては、t書引こ  
よる「音声自動応答システム一を   

未承認医業晶の t理・安全性確捻  平成  平成    久保田 潔  ○  0        ○  0  
研究   5）   

基本的技術として用いる S，丁．E．P息が書名であるが、本シ ステム（SMUD）はインターネット  
の技術をその暮本手段とする点  

全対策荊妻会において、SMUD  

が特書であり、安全t理ブログ  
が資料を用いて紹介された。   

ラムの効率性の向上が期待され  を磯村したい」との庫生労≠雀  

る．   
の依♯を受け1SMUDは行敵的  
役割を祉練もつシステムと位t  

本研究において、遍法ドラッグ  濃法ドラッグは、比敵的替玉に  
近年、急速に市場に流通するよ  
うになり、そのt鷹櫨書や社会 的＃書が懸念されている濃法ド  
ッメチロンについ 

ラク成分て、本 化の  
合物将来的な法規制化を  連分野を中心に、一般圃民の間  

麻薬の代替品とし  平成  平成  厚生労働   
花見 瑠理       視野l‾入れ分析用欄欄偏の   0    2    ○    3   

ッ   的に   
の際の薬物及び被疑書生体拭 料の分法立した 
中震物析を確。  す古市民鱒膚会や麟周の医薬  

また、メテロンを含む事穐事樺  
な1法ドラッグ成分について、 断便な離別應塵攫した 

声。   ラッグに闇する啓発活勤零を  
た。   行った。  



♯血書スクリーニングに応用可  
能なE型肝炎ウイルス（HEV）機  今回構簑したHEV機董システム  

暮システムを精巣した。本システ ム によって、北海遭地区の献血書  

は感度・特異性にtれ、かつ 短時Ⅶに大1機体を地理するこ  のHEV陽性率が書いことが檀徒  
されたことから、同地区では本シ  

とが可能である．このシステムを  ステムによる紋鹸研究的なHEV  
E型肝炎ウイルス  平成  平成  厚生労働   用いて北海道地区の♯血書約5   

陽性血が■事に特血され詳細   
NATスクリーニングを♯餓して   
実施中である．また、本シス丁ム  

0  0  0  ○  ○  0  ○  ○   
池田 久責  性率が確認され、同地区でHEV が暮証していることがわかった。  血書の多くは動物内■内を隈取  

世界的に見てもこれほど大規儀  しており、今後、HEVの食物感  
染経路を解明し、HEV感染防御  

に献血書におけるHEV－RNA鴫  策を講じる上でも本漬童子ータ  
性ヰを納暮した例はなく、HEV感  は極めて暮事な資料となり得  
染の実態を知る上で極めて★暮  る。   
かつ暮賽なデータである。   

平成15年の中皮l■死亡事8丁8 例中胸部翳tを捜射しえた中皮  

ヰ158例のうち、石綿lよく霧所見  
としての石綿肺が9例（5．7†も）、  
胸旗プラーク¢○例く437％）で  
あった。肺内石綿小体数が  
5．㈱本／1■肺乾燥暮1以上の  

中皮旺とも稟性石  平成  平成  厚生労働   ■tばく辛が示唆された症例は   

研究   5）  5）  研究  岸本 ■巳  
であった。巾稟性石綿ばく雫が 艶められた虚例はカルテ讐を機 討し特たり3例中128例  

（74．0％）であった。中皮膚症例  
と石綿lまく暮の間違をれ暮する  
ためには、胸部画像や肺内石綿 触より■l暮歴聴取が暮暮であ  

全摘出術が予後を改暮する。   
一乙＿   

手である。   

次世代の医科学研領に責する  
実書用1長篇リソースを個体レ ベレベルで  

ヒトゲ／ム・  ルから遺伝子ま総合 に 
本研究で得られた成果を広く公  

再生医療  的書■、維持、晶井t】事、供  
表するため、平成り年12月にサ  

給、活用するシステムを総合的   
ル糟を用いた医科学乗鞍を実施  
している研究書などを対■とし   

0  柑  6    40  8  0    l   

ル 度化に関する研究   
目的利用が可能な汎用性の書  医科学研究用リ ソースとしてのカニ  平成  平成    等研究【ヒ  寺尾 憲治        と   

伝子治療  い暮最類リソースとして、引⊃Fザ  
ラム」を筑波で開催し、医科学研  

ル、不死化細株、各穐遺伝子ラ  究用1畏すリソース整備の現状  
研究】  

イプラリーおよび基盤技術を間  
と将来についてi諭した。  

発した。   



ヒトゲノム墳墓配列と形貨（僧体  
の示す■性）蘭連性の解明のこ  
ころみにより、遺伝子多型に基  
づいたテーラーメイド医療およぴ  ゲノム創業のi学共同研究の  

l実蟄、今後の投資効果が大きい  l  

ヒトゲノム・  と考えられるゲノム加薬の分  

再生医療  
野、ゲノム劇薬の経済性、ゲノ  

ヒトゲノム研究事 稟のとに  ム創業に求められる体制を鴫lこ  
企画評価  林謙治      インタビューを待った緒よ、わが 園においては大学 

一丁LO一企  
なし   なし   0  ○   

関する研究   
伝子治療  集をIlとした技術移転体制全般  

研究】   
に人材が不足しており、このこと  
が早急に解決しなければならな  
い王手な株蠣であることが明確  
となった。   力と将来性を長里し、その実環  

にかかせない融合した書M能力  

を持つ断たな人材書成なども暮  
暮な課且である．   

遺伝子絹換え▲作物の開発は  
世界的に急速に並んでおり．圭  
な■蔵物については組換え体  
作出並びにオ機影■絆囁の1  
体的な手法の襖肘が行われて  

ヒトゲノム・  いるが．遺伝子組換え薬用穐物  

再生医療   に蘭して．その作出から1墳影   
遺伝子趨換え藁用植物の環墳  

1い晶井の生薬の供給を確保   に与える影響を評価するための   薬用植物の畿培に関する研究   
皿  20  l  l  41  g  l  0  n   

田   遺伝子褐み換え藁  平成 15（200   平成 17（200 5）     木内 文之               特記事項なし                      用穐物の積憤に 与える影響に閲す る研究    等研究【ヒ トゲノム遺  評価P馴化1りとして出版され．  

伝子治療  化に向けた／くイオニア研究とし  
にアレロ／くシー試験法について  広く一般に利用可能となった 

研究】  ての暮義は大きい．本研究では  
設定可能とした 

また．遺伝子絹換え薬用穐畿の  
要用化に向けて♯決しなければ  
ならない間壇点を明らかにして  
おり．今後の研究の発七に大き  
く1♯するものである 

作＃したオリゴまたはGDNAチッ  
ブをカニクイザルを用いた前ヰ  

本研餞ではヒトゲノム♯析に暮  
サル完全畏cDNA  ヒトゲノム・  暮な研究責材を捷供する庇よを  
の配列決定とヒト  再生医療  得た。特に、ヒトに近いサルの尭  
遺伝子との比較鱗 析および配列情報  全長GDNAクローンを曇儀して、  

DNAD■b8】lnkof  

15（200  特になし  Jop■∩（DD8J）のニュースにカニ  
ウイザル¢DNAデータベースが  

に基づくGDNAア  トゲノム遺  
レイ作＃と応用に  伝子治療  また、既知ヒトmRNAにないサル  

紹介された。  

関する研究   研究】   GDNA己己列から、ヒト新規遺伝子  
の分■を可能とした。  示唆するものである．このような  

情報は疾鋼予防にとって■用で  
ある．   



暗義個胞の利用に必漬な研究。  兼二次世界大戦撞米飾の研究  
①け銅年から現在までに収暮  暮盤システムに依存し、自立し  
したヒト細胞のうち約35種類  た研究基盤を持っていなかった  
（8％）に誤りがあったことを確認  わが圃は、織済大孤と舌われる  

して公表した。わが圃では執っ  

生命科学研究賞  ヒトゲノム・   た細胞が多くの研究に使われて   イコブラズマで汚染された細胞   

凛基盤としての情   再生医療  培暮細胞を犠床応用に贅lナる   

保存・供給システ  平成  平成    水膚∵檜  3  2  【    l      0  l  

3）  5）  
トゲノム遺  療櫨書総合■■書M委■に垂   

研究  伝子治療  で埠霊細胞への汚染とは隠♯さ  ついて海外の事例を鶏糞しつ   を見越して柑85年の対がん10力  青から支持されている。欄日新  

研究】  義細胞を利用した♯刑の響暮に めらた 
書見を求れ．            ていっ 物に自律増殖能があることを確  【細胞バンク・遺伝子／くンクエを  

絶し、これが培養にとって書戚と  生傷し、がん研究書を中心に汚  

なりうるかどうかの檎肘を開始し  染を排除した正しい細胞の利用  
た．⑥研究●理に関する＃外飢  を推進して事くの成よを上げて  
の状況れ壬と横田．   る。  きた。   年4月号〇5貫。   

疾患モデル動物を中心とした実  
験動物研究責∬の基盤生傷に  
閲する技術職発を行い、繁殖臣  
tなモデル動物のt理維持法  

ヒトゲノム・  の開発、ドライアイスを用いた凛  
緒胚の■遠、■♯授精の応用  
により全身を凛緒したマウス由   

疾患研究のための  平成  平成   再生医療   松田 潤一郎  
5）   伝子治療  マウスを用いた相同組換えマウ  鞠実欄虔行い、その礪助性や劃  てくることが想憂され、その場合  クの≠集は、厚生労働行政上も   

研究】  
スの助平生産技術、遺伝的■れ 生物学的晶暮t理などの新規  
技術開発が大きく遭み、生殖生 触筆 

、細胞生物学、遺伝学、≠  実に椎逢された。   

生物学などの分野で多数の孤  
静的学術誌に掲載されるなど事  
くの成果が欄られた。   るものである。   

この＃刑の蘭集が成功すれば、  

ほとんどの場合に静脈内投与せ  
ざるを得ないたんばく医藁を縫  
皮吸収可能な製剤化することが  
できれば、画期的な藁刑とな  
る。本研究により、そのための  

基礎研究  払子種10柑0ナノメーターの嵐  
活性ま白の非注 ノDDS  鰻カルシウムを曇面に待ったナ  
射型ナ製  水▲ 裕         ノ撤子を作牡し、活性を有する  譲当事項はない。   該当事項はない。2   2  22  5  0  9  3  5    0  

刑   18200 4）   たんばく医薬を封入することに  
進研究  成功した．本研究においてはイ  

ンスリンについて主に行った  
が、封入率を讐げるための技術  
的な機肘（たんばく耳のフォール  
デイングの機肘など）が必雫で  
あることが想定されている。  

ると考えている。   



世界t高水準の研究成果の劃  
出には、書歓ある研究書の優れ  
た操業に基づいて実施される研  
究を採択する必雷がある。特  

本研究では、基礎研究虐よの  

に、せ争的資金制偶において  
臨床応用椎遺研究をモデルケー  

墓謎研究成果の   は、腐られた研究費源を有効活   

平成  平成  基礎研究  長谷川 意圭  込みに作事（事前辞儀）に暮点  横肘した評価支援責科が蓼青   
5）   進研究  をおく必辛があり、その精巣、事  責料として用いられた．   れば、我が国の厚生労働科学  

後の研究成1を暮しく向上させ  
の全体的底上げと乗よに大きく  

ることが期待できる。その竃味  寄与するものと考える。   

から本研究の書門的・拳術的慮  
よは書いと考える。   

書齢舌において初めて  
g馴lOtyPOと小町Ot叩■の聞達を  
檎射し、薬物代≠群集CYPヱC柑  一般向けの公開シンポジウム  
を例に、ホ小事ではさ●nOtyP●が  （平成柑年1月川日於アクトシ  
薬物代撫活性を予測する稚♯と  ティ浜松コングレスセンター）を  

蔦齢著における藁  長寿科学  はなり得ないことを明らかにし  開催し、本研究成よを発表する  
た．この結果は、書壮年者の  とともに、ホ廿書に対する壬正  
データから導かれたゲノム情報   な薬物■法の実凍や、慕l古書   

鞠代＃朋膿眉偏 手付報を考慮した  平成  平成   総合研究  濃遽裕司  特になし。  8  12  2  t  42  12  

基盤整儀に関する  5）  総合研究  急が高齢書においては壬用でき  看みすからが積極的に臣■へ  

研究   分野】  
ない可能性がある■をはじめて  蓼加する必手性も紹介した。公  
示したものである．また、包括的  蘭シンポジウムはNHKを含むマ  
同義の下に．DNAサンプルの積  スコミで事前に稟内され、その  
極的保席や、匿名化した上で■  内容は静岡新蘭、中日新聞紙  
床データと遺伝子データをリンク  上で取り上げられた。   
させうるシステム■■が遭む米  
圃の現状をt肯した．   

事介払ハイリスク騨の危険日子 の♯明 不一椚汽VJ王1土¶！t弓■は、l事王 労≠雀ー毛人民t事暮の見直し  
、うつ高齢書に対する地  

ヰケア、1体運動や談括活動を  に闇する機村会J・同ー介撞予防  

通じた地域1齢著の活動性向  
サービス絆価研究委■会」など  

畏♯科学  上文雄など、介雄予防の■体的 なサ 
介護予防サービス のとシ  平成  平成   総合研究   ービス技法を開発して、そ の効よ盲実地に証明した 

ムにおいてt及啓発された。本  10  13  8  ○  24  4  1 3 

新技術開発         辻 一郎        ．これ   5）   は当初の研究巳的を十分によ たすものであった。研究庇よを   
分野】  の詳細な実施方法礎どにWする   

発表し、囲内外から大きな反響 があった し 
．介址予断プログラム  

の具体的方法について、事畿の  転換 
たものとして、ホく評価されてい コL   

研究書から照会を受けている．   



地域の効果的なt鷹つくりの遭  

め方について挨射した緒よ、暮  
邑検診においては、事後指ヰに  
汀をヰ入することにより、●加平  
が書まること、また、指ヰ書に  2005年12月20日に日本公衆衛  
とっても汀処理されたアド′くイス  

最♯科学  シートを用いることにより、行動  
生協会で開催された平成17年  

老人保ヰ■儀の  
目標の設定や行動交響の且体   

度他社保t総合推進事業「生活  

総合研究   習≠予傭▼に対する保t持場   

推進のための汀を  平成  平成     中村 正和           隷当なし   隷当なし  22  16  4l  0  13  19  0  l  2   

の   
受け、熊本≠で取り組んだ行軸  

書に闇する研究では、従来の  

分野】  
よ法による汀プログラムを用い  

確立に闇する研究   ワークショップ方式に加えて、●  
ラーニングなどのITを活用した  

た同時介入拭麟について紹介し  

学習を取り入れた結集、ホ師と  
た．   

受講書双方の■櫻を薫らしつつ  
も、効果的かつ幼年的な指導書  
集成が可能になることが明らか  
になっト▲  

多様な陣書に対応したケアコー  
ドの開発を行った。多様な陣書  
に対応した事介護魔の評価に  手介護馳走方法の見直しに蘭し  
闇する予傷的研究を行った。こ  て新しいケアコードの作成、1分  

手介護状態の評  畏♯科学  
うした研究はこれまでに例がな  
い。また障書程度区分について  

間タイムスタディの予傷的椚壬  

総合研究  は、その内専から全体をー生活  
を行った。また本研究班の初年  

価における精神、 知的及び多様な身  平成  平成    【寿ミ学  遺■ト英俊         間違動作支は礪自」r社会●加   ○        0        0   

適切な反映手法の  支援境目」の＝つに分け、それ  

開発に闇する研究   分野】  
ぞれの合計点を尺度として使用  
した。その他GAF、BPRS、  

いる．さらに暮介犠牲走方法の  

HONO＄、ケアニーズ、介護支橿  
改走のために資する研究を行つ  
た。   

書M■からみた事介護虐、専を  
使用して、事介護の定i化に蘭  
する研究を行った。   

本研究で♯集したDPCデータ分  

析システム、データマイニングシ  

圃立大学痍枕医  長専科学  
ステム、診療プロセス・ベンチ  
マーク・システムは従来にない  

療に及ぼすDPC  非常に書い精度でのデータ分析  
導入の影響一圭 菓老年病の医療・  特になし   特になし   0  0  3    2  4  0  0  0  

治療の構準化・充  化」肘齢著に対する医ホ費の実  

実を自指して   分野】   
惣の明確化、DP（】におけるt齢  
著医膚に対する評価方法のあり  
万事を明らかにするための強力  
なツールとなると考えられる。   




